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１【提出理由】

　当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生いたし

ましたので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19

号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

１．個別決算

（１）当該事象の発生年月日

2021年12月28日（取締役会決議日）

 

（２）当該事象の内容

①貸倒引当金戻入額の計上

　米国の販売代理店が解散し、当社グループの売掛債権等が回収不能となったこと及び関係会社株式を売却したこ

とにより貸倒引当金を取崩しました。

②関係会社貸倒引当金の繰入

当社の連結子会社の財政状態及び業績状況を勘案し、健全性の観点から、貸付金に対する関係会社貸倒引当金繰入

額を計上いたしました。

③債務免除益の計上

　当社が保有する債務を一部免除いただいたため債務免除益を計上いたしました。

④事業譲渡益の計上

　当社のホームＡＶ事業譲渡及びデジタルライフ事業関連事業譲渡に伴い、事業譲渡益を計上いたしました。

⑤投資有価証券評価損の計上

　当社が保有する投資有価証券の売却が確定したため、2021年9月末の簿価を売却価額に評価を見直し、減損損失

を計上いたしました。

⑥関係会社株式評価損の計上

　当社の連結子会社の財政状態の悪化に伴い、当社が保有する関係会社株式の実質価額が著しく低下したため減損

処理を行いました。

⑦関係会社貸倒引当金及び関係会社事業損失引当金の繰入

　当社の連結子会社の財政状態及び業績状況を勘案し、健全性の観点から関係会社貸倒引当金繰入額及び関係会社

事業損失繰入額を計上いたしました。

 

（３）当該事象の損益に与える影響額

　当該事象の発生により、2022年３月期中間個別決算において、下記のとおり計上いたしました。

①貸倒引当金戻入額(営業外収益)　162百万円

②関係会社貸倒引当金繰入額(営業外費用)　229百万円

③債務免除益(特別利益)　202百万円

④事業譲渡益(特別利益)　3,030百万円

⑤投資有価証券評価損(特別損失)　405百万円

⑥関係会社株式評価損(特別損失)　249百万円

⑦関係会社貸倒引当金繰入額(特別損失)　117百万円

　関係会社事業損失引当金繰入額(特別損失)　387百万円
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２．連結決算

（１）当該事象の発生年月日

2021年12月28日（取締役会決議日）

 

（２）当該事象の内容

①貸倒引当金戻入額の計上

　米国の販売代理店が解散し、当社グループの売掛債権等が回収不能となったこと、当社の連結子会社の債権回収

が進んだこと及び関係会社株式を売却したことにより貸倒引当金を取崩しました。

②支払利息

　当社及び連結子会社の遅延債務に係る利息等を計上いたしました。

③持分法による投資損失

　当社の持分法適用会社の業績悪化に伴い、持分法による投資損失を計上いたしました。

④為替差損

　為替相場の変動により為替差損を計上いたしました。

⑤投資有価証券売却益

　当社が保有する投資有価証券を売却いたしました。

⑥債務免除益の計上

　当社が保有する債務を一部免除いただいたため債務免除益を計上いたしました。

⑦事業譲渡益

　当社のホームＡＶ事業譲渡及びデジタルライフ事業関連事業譲渡に伴い、事業譲渡益を計上いたしました。

⑧減損損失

　当社及び連結子会社が所有する固定資産の一部につき、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、減損損失

を計上いたしました。

⑨投資有価証券評価損

　当社が保有する投資有価証券の売却が確定したため、2021年9月末の簿価を売却価額に評価を見直し、減損損失

を計上いたしました。

⑩事業構造改善費用

　当社の連結子会社である安橋（上海）商貿有限公司及び広州安橋音響有限公司の解雇に係る費用を計上いたしま

した。

 

（３）当該事象の連結損益に与える影響額

　当該事象の発生により、2022年３月期連結中間決算において、下記のとおり計上いたしました。

①貸倒引当金戻入額(営業外収益)　192百万円

②支払利息(営業外費用)　138百万円

③持分法による投資損失(営業外費用)　115百万円

④為替差損(営業外費用)　86百万円

⑤投資有価証券売却益(特別利益)　108百万円

⑥債務免除益(特別利益)　202百万円

⑦事業譲渡益(特別利益)　3,033百万円

⑧減損損失(特別損失)　139百万円

⑨投資有価証券評価損(特別損失)　405百万円

⑩事業構造改善費用(特別損失)　144百万円

 

以　上

 

EDINET提出書類

オンキヨーホームエンターテイメント株式会社(E24562)

臨時報告書

3/3


	表紙
	本文
	１提出理由
	２報告内容

